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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期

決算年月 平成21年３月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月 平成25年３月

売上高 (千円) 578,626 541,896 523,523 517,547 591,584

経常利益
(△は経常損失)

(千円) △15,499 △33,231 △61,164△2,146,249△1,718

当期純利益
(△は純損失)

(千円) △19,299△2,001,406△97,433△2,171,113△5,558

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 (株)

普通株式
2,000

普通株式
2,000

普通株式
2,000

普通株式
2,000

普通株式
2,000

優先株式(甲種)
3,006

優先株式(甲種)
3,006

優先株式(甲種)
3,006

優先株式(甲種)
3,006

優先株式(甲種)
3,006

優先株式(乙種)
1,273

優先株式(乙種)
1,273

優先株式(乙種)
1,273

優先株式(乙種)
1,273

優先株式(乙種)
1,273

純資産額 (千円) 7,849,5015,848,0945,750,6613,579,5473,573,989

総資産額 (千円) 7,921,5776,142,4456,090,3724,069,5834,168,828

１株当たり純資産額 (円) △354,249.30△1,354,952.73△1,403,669.41△2,489,226.11△2,492,005.38

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― ―

１株当たり当期純利益
(△は純損失)

(円) △9,649.75△1,000,703.42△48,716.68△1,085,556.69△2,779.27

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 99.1 95.2 94.4 88.0 85.7

自己資本利益率 (％) △0.3 △29.2 △1.7 △46.5 △0.2

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △37,461 △19,080 △34,588 △27,266 △14,739

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △35,792△118,200△73,800 △49,223 △35,773

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 99,190 195,389 31,465 99,614 37,158

現金及び現金同等物の
期末残高

(千円) 43,591 101,699 24,776 47,900 34,546

従業員数
〔ほか、平均臨時
雇用者数〕

(名)
39

〔36〕

45

〔37〕

41

〔45〕

40

〔31〕

41

〔35〕

EDINET提出書類

株式会社メイプルポイントゴルフクラブ(E04748)

有価証券報告書

 2/56



　

(注) １　当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、１株当たり当期純損失であり、また潜在株式がないため記載してお

りません。

５　従業員数欄の(外書)は臨時雇用者(パートタイマー及び嘱託)の平均雇用人数であります。

６　１株当たり配当額及び配当性向については、配当を行っていないため記載しておりません。

７　株価収益率は、当社株式が非上場であり、株価が把握できませんので記載しておりません。

　

２ 【沿革】

　

年月日 概要

平成18年７月21日 メイプルポイントゴルフクラブの運営を目的として、山梨県上野原市に株式会社メイプルポイ
ントゴルフクラブを設立。発行済株式数2,000株、資本金50,000千円とする。

平成18年９月１日 ジャパンクラシック株式会社よりメイプルポイントゴルフクラブの運営受託開始。

平成18年12月12日
メイプルポイントゴルフクラブ会員に優先株式を発行し株式会員制を導入した。その際リゾー
トトラスト株式会社が当社の優先株式を取得し、その他の関係会社となる。

平成19年７月31日 優先株式100,000千円を第三者割当として発行する。

平成19年12月10日 資本金を50,000千円に減資する。

平成20年８月５日 優先株式100,000千円を第三者割当として発行する。

平成21年４月１日
リゾートトラスト株式会社が、企業会計基準適用指針第22号「連結財務諸表における子会社及
び関連会社の範囲の決定に関する適用指針」の適用により、当社の親会社となる。
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３ 【事業の内容】

当社グループは、当社及び親会社(リゾートトラスト株式会社)、その他の関係会社３社(岡崎クラシック

株式会社、多治見クラシック株式会社、株式会社セントクリークゴルフクラブ)で構成しております。親会社

のリゾートトラスト株式会社は当社ゴルフ場内レストランの運営を行っており、その他の関係会社３社は

当社に出資を行なっております。また、ジャパンクラシック株式会社と当社の間では、メイプルポイントゴ

ルフクラブの運営委託契約を締結し、平成18年９月１日より運営を受託しております。

　

　

ゴルフ場の概況は次のとおりであります。

ゴルフ場名 メイプルポイントゴルフクラブ

所在地 山梨県上野原市鶴島3600番地

施設 コース：18ホール

　 その他：クラブハウス他諸施設
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４ 【関係会社の状況】

　

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の所有又は
被所有割合（％） 関係内容

所有割合 被所有割合

(親会社) 　 　 　 　 　 　

リゾートトラスト㈱
（注）１、２，３、４

名古屋市中区 14,258,118

会員制リゾート

ホテルの運営及

び会員権の販売

等

―
8.4

(0.2)

ゴルフ場内のレストラ

ンの運営委託

役員の兼任　２名

(その他の関係会社) 　 　 　 　 　 　

岡崎クラシック㈱
（注）１，２，５

愛知県岡崎市 100,000ゴルフ事業 ― 13.4役員の兼任　２名

(その他の関係会社) 　 　 　 　 　 　

多治見クラシック㈱
（注）１，２，５

岐阜県多治見市 50,000ゴルフ事業 ― 13.4役員の兼任　３名

(その他の関係会社) 　 　 　 　 　 　

㈱セントクリークゴルフクラブ
（注）１，５

愛知県豊田市 100,000ゴルフ事業 ― 13.3役員の兼任　３名

(注) １　有価証券報告書の提出会社であります。

２　議決権の被所有割合は、議決権を有している優先株式の株数を含めて算出しております。

３　( )内は、間接被所有割合で内数であります。

４　持分は100分の50以下ですが、実質的に支配されているため親会社としたものであります。

５　持分は100分の20未満ですが、実質的な影響力を受けているためその他の関係会社としたものであります。

　

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

(平成25年３月31日現在)

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

41　(35) 45.6 12 4,049

(注) １　従業員数は、就業人数であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時雇用者（パートタイマー及び嘱託）の平均雇用人数であります。

３　当社は、ゴルフ場事業単一のセグメント・単一事業部門であるため、ゴルフ場全体での従業員数を記載してお

ります。

４　平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

　

(2) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当事業年度におけるわが国経済は、年度前半は欧州債務危機などによる世界経済の低迷や円高の長期

化等の影響により、先行き不透明な状況が続きました。しかしながら、昨年末の政権交代に伴う新たな経

済対策への期待感から、円安が進行し、株価が上昇するなど景気は回復傾向にあります。 

　このような環境下、当社におきましては「美しいゴルフ場」と「エクセレント・ホスピタリティ」の提

供を目指し、コースコンディションの充実及び顧客サービスの向上に努めてまいりました。 

　会員様には、ゲストの同伴・紹介、更には新設した「プラチナ準会員」の入会のご協力をお願いすると

同時に積極的な営業活動を展開してまいりました。 

　また、８月24日には、当クラブの評価を高め安定集客に資するため、男子プロ・トップアマを対象とした

「たかの友梨杯第３回メイプルカップオープンゴルフトーナメント」を開催いたしました。 

　このような環境下、当事業年度の来場者数は、36,744人となり、前期比8.0％、前々期比6.7％の増加とな

りました。 

　売上高は、591,584千円（前期比14.3％増）、販売費及び一般管理費は588,760千円（前期比3.4％増）と

なり、営業利益は前期（営業損失52,068千円）を大幅に改善し、2,824千円を計上出来ました。 

　なお、当事業年度における預託金会員は更に減少し、26口（正会員のみ）となり、正会員口数の内、株式

会員口数の比率は97.1％となりました。 

　
(2) キャッシュ・フローの状況

当事業年度の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べて13,354千円減

少し、当事業年度末は34,546千円(前事業年度比27.9％減)となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における営業活動による資金の減少は、14,739千円(前事業年度は27,266千円の減少)とな

りました。これは、減価償却費が12,646千円あったことと、未払金の減少が28,039千円あったこと等によ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における投資活動による資金の減少は、35,773千円(前事業年度は49,223千円の減少)とな

りました。これは、買取預託金債権の取得による支出が21,000千円があったこと、有形固定資産の取得に

よる支出が14,423千円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における財務活動による資金の増加は、37,158千円(前事業年度比62.7％減)となりました。

これは、長期借入れによる収入が50,000千円あったこと、リース債務の返済による支出が12,841千円あっ

たこと等によるものであります。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 収容実績

　

ホール数
(Ｈ)

前事業年度
(自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

営業日数
(日)

収容実績(名) １日平均
来場者数
(名)

営業日数
(日)

収容実績(名) １日平均
来場者数
(名)メンバー ゲスト 合計 メンバー ゲスト 合計

18 329 8,16825,86934,037103.5 325 8,50628,23836,744113.1

　

　

(2) 販売実績

　

区分

前事業年度
(自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

金額(千円) 前年比(％) 金額(千円) 前年比(％)

ゴルフ場売上 447,282 △0.8 460,056 2.9

手数料収入 21,313 △5.1 23,118 8.5

名義書換料 24,200 △6.6 38,400 58.7

入会金年会費収入 24,750 2.1 70,010 182.9

合計 517,547 △1.1 591,584 14.3

(注)　上記の金額には、消費税等を含めておりません。

　

３ 【対処すべき課題】

昨年末に誕生した新政権によるデフレ脱却政策や日銀の金融緩和策等により、景気は持ち直しの兆しが

見られ、個人消費は回復傾向にあるものの、消費者の低価格志向や節約志向は根強く、ゴルフ場業界におい

てもプレー料金は下落傾向にあり、依然として厳しい経営環境が続くものと予想されます。 

　このような見通しの中、当クラブにおきましては、コース及びクラブハウス等の機械設備の経年劣化は激

しく、今後毎年設備の改修及び更新投資が欠かせない状況にあります。当事業年度も空調工事を初め、カー

ト入れ替え、カート誘導線の入れ替え等々着実に実行いたしましたが、本年もカート道路補修、ハウス屋上

防水改修工事等実施する予定です。 

　また、更に種々の集客対策を講じるとともに、グループ間のシナジー効果発揮に注力することにより営業

力を強化してまいります。 

　当社は今後更なる経営の効率化を推進し、美しいゴルフ場、最高のコースコンディションの確立と最上の

エクセレント・ホスピタリティの提供に全力を傾注してまいります。 
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４ 【事業等のリスク】

以下において、当社の事業展開上のリスク要因となる可能性があると考えられる、主な事項を記載してお

ります。また、当社として、必ずしも事業上のリスクと考えていない事項についても、当社の事業活動を理解

する上で重要と考えられる事項は、積極的な情報開示の観点から記載しております。なお、下記の項目で将

来に関する事項は、当事業年度末現在において判断したものであります。

(1) 天候による影響について

ゴルフ場運営においては、天候が来場者数および売上高に大きく影響を及ぼします。また、冬の積雪は

コースをクローズせざるを得ず、売上の減少要因となり当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。

(2) 購入予定の預託金債権について

事業運営に際し、メイプルポイントゴルフクラブの株式会員制への転換に伴い会員から購入する予定

であるジャパンクラシック㈱に対する預託金債権については、同ゴルフ場資産に対し根抵当権を設定し

ている保証会社であるメイプルポイントギャランティ㈱の保証を付けることにより、購入した同債権を

担保する予定です。なお、今後の経済情勢及び委託者の状況等により同ゴルフ場資産の評価額が変動した

場合は、預託金債権の一部につき担保出来ない部分について貸倒引当金を追加計上する必要が生じます。

　

５ 【経営上の重要な契約等】

相手方の名称 契約内容 契約期間

ジャパンクラシック㈱ メイプルポイントゴルフクラブの運営受託契約
平成18年９月１日より
平成28年３月31日まで(注)

リゾートトラスト㈱ ゴルフ場内レストランの運営委託
平成24年４月１日より
平成25年３月31日まで(注)

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 経理総務業務の委託及び経営指導
平成24年４月１日より
平成25年３月31日まで(注)

(注)　以降１年毎に自動更新いたします。

　

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態

資産合計は、4,168,828千円となり、前事業年度と比べて99,244千円の増加となりました。これは主に有

形固定資産が80,213千円増加したこと、買取預託金債権が21,000千円増加したこと、未収入金が7,203千

円増加したこと、現金預金が13,354千円減少したこと等によるものです。

負債合計は、594,839千円となり、前事業年度と比べて104,803千円の増加となりました。これは主に関

係会社長期借入金が370,000千円増加したこと、リース債務が70,931千円増加したこと、1年内返済予定の

関係会社長期借入金が320,000千円減少したこと、未払金が28,926千円減少したこと等によるものです。

純資産合計は、3,573,989千円となり、前事業年度と比べて5,558千円の減少となりました。これは当期

純損失を5,558千円計上したことによるものです。

　

(2) 経営成績

当事業年度におきましては、景気回復基調にある経済環境下、「美しいゴルフ場」と「エクセレント・

ホスピタリティ」の提供を目指し、コースコンディションの充実及び顧客サービスの向上に努めてまい

りました。

会員様には、ゲストの同伴・紹介、更には新設した「プラチナ準会員」の入会のご協力をお願いすると同

時に積極的な営業活動を展開してまいりました。

また、８月24日には、当クラブの評価を高め安定集客に資するため、男子プロ・トップアマを対象とした

「たかの友梨杯第３回メイプルカップオープンゴルフトーナメント」を開催いたしました。

このような環境下、当事業年度の来場者数は、36,744人となり、前期比8.0％、前々期比6.7％の増加となり

ました。

売上高は、591,584千円（前期比14.3％増）、販売費及び一般管理費は588,760千円（前期比3.4％増）と

なり、営業利益は前期に比べ大幅に改善し、2,824千円（前期、営業損失52,068千円）を計上出来ました。

また、当事業年度については、前事業年度において営業外費用として計上した買取預託金債権に対する貸

倒引当金繰入額の計上が無かった為、経常損失は大幅に改善し、1,718千円（前期、経常損失2,146,249千

円）となりました。この結果、当期純損失は、5,558千円（前期、当期純損失2,171,113千円）となりまし

た。

 

　

(3) 経営成績に重要な影響を与える要因についての分析

事業運営に際し、メイプルポイントゴルフクラブの株式会員制への転換に伴い会員から購入する予定

であるジャパンクラシック㈱に対する預託金債権については、同ゴルフ場資産に対し根抵当権を設定し

ている保証会社であるメイプルポイントギャランティ㈱の保証を付けることにより、購入した同債権を

担保する予定です。なお、今後の経済情勢及び委託者の状況等により同ゴルフ場資産の評価額が変動した

場合は、預託金債権の一部につき担保出来ない部分について貸倒引当金を追加計上する必要が生じます。
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(4) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社の資金状況は、当事業年度における現金及び現金同等物は前事業年度に比べ13,354千円減少し

34,546千円(前事業年度末比27.9％減)となっております。

営業活動によるキャッシュ・フローは、14,739千円の資金の減少(前事業年度は27,266千円の減少)と

なりました。これは、減価償却費が12,646千円であったこと、未払金の減少が28,039千円あったこと等に

よるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、35,773千円の資金の減少(前事業年度は49,223千円の減少)と

なりました。これは、買取預託金債権の取得による支出が21,000千円あったことと、有形固定資産の取得

による支出が14,423千円あったこと等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、37,158千円の資金の増加(前事業年度比62.7％減)となりまし

た。これは、長期借入れによる収入が50,000千円あったこと、リース債務の返済による支出が12,841千円

あったこと等によるものであります。
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第３ 【設備の状況】

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度における設備投資は、92,860千円となりました。主として空調・給湯・照明設備一式をリース

資産として取得等によるものであります。

　

２ 【主要な設備の状況】

平成25年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の
内容

帳簿価額(千円) 従業
員数
(名)建物及び

構築物
機械装置
及び運搬具

工具・器具
及び備品

コース勘定 リース資産 合計

 メイプルポイント
ゴルフクラブ
(山梨県上野原市)

ゴルフ場 10,017 924 2,886 0 92,969106,797
41
〔35〕

(注) １　従業員数欄の〔外書〕は、臨時雇用者(パートタイマー及び嘱託)の期中平均人数であります。

２　上記の他、リース契約による主要な賃借設備の内容は、下記の通りであります。
　

事業所名
(所在地)

設備の内容 数量 リース期間
年間リース料
(千円)

リース契約残高
(千円)

メイプルポイントゴルフクラブ（山

梨県上野原市）
コース管理機械 １式 ５年間 304 －

　

　

当社が運営を受託しているメイプルポイントゴルフクラブのゴルフ場施設はジャパンクラシック

株式会社が所有・管理しており、その設備内容は以下の通りです。

平成25年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の
内容

帳簿価額(千円)

建物
及び構築物

機械装置
及び運搬具

工具・器具
及び備品

立木 コース勘定
土地

(面積千㎡)
合計

 メイプルポイント
ゴルフクラブ
(山梨県上野原
市)

ゴルフ場 603,80710,84620,637432,9952,342,281
830,591
( 1,279 )

4,241,161

(注) １　ジャパンクラシック㈱に対し管理手数料として減価償却費等相当額100,000千円を支払っております。
　

　

３【設備の新設、除却等の計画】

記載すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000

優先株式（甲種） 10,000

優先株式（乙種） 4,000

計 20,000

　
② 【発行済株式】

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成25年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年６月25日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,000 2,000 非上場

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式(注)
１，５

優先株式(甲種) 3,006 3,006 同上
完全議決権株式であり、優先
的配当を受ける権利を有する
株式(注)２，４、５

優先株式(乙種) 1,273 1,273 同上
無議決権株式であり、優先的
配当を受ける権利を有する株
式(注)３，４、５

計 6,279 6,279 ― ―

(注) １　普通株式の内容

 (1) 完全議決権株式であり権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。

 (2) 普通株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

２　甲種優先株式の内容

 (1) 普通株式を有する株主に優先して、１株につき年100円の優先配当金を受ける。但し、優先配当金の全部また

は一部が支払われないときであっても、その不足分は翌事業年度以降に累積しない。

 (2) 優先配当金が支払われた後の残余の剰余金に対しては、配当を受ける権利を有しない。

 (3) 甲種優先株式の株主は、当会社の残余財産の分配につき、その甲種優先株式１株につき200万円までは、普通

株式の株主に優先して分配を受ける。

 (4) 甲種優先株式の株主は、前項の優先分配が行われた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有しな

い。

 (5) 甲種優先株式の株主は、その所有する甲種優先株式について、株主総会における議決権を有する。

 (6) 甲種優先株式及び乙種優先株式に係る優先配当金及び残余財産の分配の支払順位はそれぞれ同順位とする。

 (7) 甲種優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

 (8) 完全議決権株式であり、優先的配当を受ける権利を有する株式である。

３　乙種優先株式の内容

 (1) 普通株式を有する株主に優先して、１株につき年100円の優先配当金を受ける。但し、優先配当金の全部また

は一部が支払われないときであっても、その不足分は翌事業年度以降に累積しない。

 (2) 優先配当金が支払われた後の残余の剰余金に対しては、配当を受ける権利を有しない。

 (3) 乙種優先株式の株主は、当会社の残余財産の分配につき、その乙種優先株式１株につき200万円までは、普通

株式の株主に優先して分配を受ける。

 (4) 乙種優先株式の株主は、前項の優先分配が行われた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有しな

い。

 (5) 乙種優先株式の株主は、その所有する乙種優先株式について、株主総会における議決権を有しない。

 (6) 乙種優先株式の株主は、乙種優先株式の発行後、当会社の取締役会が別に定める日までの間、当会社に対して

乙種優先株式と引換えに、甲種優先株式の交付を請求することができる。当会社が乙種優先株式の取得と引換

EDINET提出書類

株式会社メイプルポイントゴルフクラブ(E04748)

有価証券報告書

12/56



えに交付する甲種優先株式の数は、乙種優先株式１株に対して甲種優先株式１株とする。

 (7) 甲種優先株式及び乙種優先株式に係る優先配当金及び残余財産の分配の支払順位はそれぞれ同順位とする。

 (8) 乙種優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。

 (9) 無議決権株式であり、優先的配当を受ける権利を有する株式である。

４　当会社は、甲種及び乙種の優先株式を引き受ける者の募集について、甲種及び乙種の優先株式の種類株主を構

成員とする種類株主総会の決議を要しないものとする。

５　当会社は、単元株制度を採用していない。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年８月５日

(注)１
50

6,279
(優先株式甲種

3,006
優先株式乙種

1,273
普通株式
2,000)

50,000100,00050,0004,279,000

平成24年6月24日

(注)２
―

6,279
(優先株式甲種

3,006
優先株式乙種

1,273
普通株式
2,000)

― 100,000△799,4523,479,547

(注)１　優先株式(乙種)・有償・第三者割当

発行価額　　　　2,000,000円

資本組入額　　　1,000,000円

割当先　　　　　リゾートトラスト㈱　　　　　　 50株

２　平成24年６月24日開催の定時株主総会の決議により、欠損填補のため資本準備金を799,452千円減少しておりま

す。
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(6) 【所有者別状況】

　普通株式

平成25年３月31日現在

区分

株式の状況
単元未満株
式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― ― ― 3 ― ― ─ 3 ―

所有株式数
(株)

― ― ― 2,000 ― ― ─ 2,000 ―

所有株式数
の割合(％)

― ― ― 100.0 ― ― ─ 100.0 ―

(注)　完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式

　

　甲種優先株式

平成25年３月31日現在

区分

株式の状況
単元未満株
式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― ６ ３ 200 ― ― 595 804 ―

所有株式数
(株)

― 22 12 1,196 ― ― 1,7763,006 ―

所有株式数
の割合(％)

― 0.7 0.4 39.8 ― ― 59.1 100.0 ―

(注)　完全議決権株式であり、優先的配当を受ける権利を有する株式

　

　乙種優先株式

平成25年３月31日現在

区分

株式の状況
単元未満株
式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― ― ― １ ― ― ― １ ―

所有株式数
(株)

― ― ― 1,273 ― ― ― 1,273 ―

所有株式数
の割合(％)

― ― ― 100.0 ― ― ― 100.0 ―

(注)　無議決権株式であり、優先的配当を受ける権利を有する株式
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(7) 【大株主の状況】

① 所有株式数別

平成25年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

リゾートトラスト㈱ 愛知県名古屋市中区東桜二丁目18番31号
1,683
(410)

〔1,273〕

26.8
(6.5)
〔20.3〕

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１番地
673
(6)
〔―〕

10.7
(0.1)
〔―〕

岡崎クラシック㈱ 愛知県岡崎市岩中町１番地
670
(3)
〔―〕

10.7
(0.0)
〔―〕

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木１番地１
666
(―)
〔―〕

10.6
(―)
〔―〕

丸紅㈱ 東京都千代田区大手町一丁目４番２号
39
(39)
〔―〕

0.6
(0.6)
〔―〕

赤尾勝一 東京都国分寺市
10
(10)
〔―〕

0.2
(0.2)
〔―〕

東都商事㈱ 東京都新宿区歌舞伎町二丁目46番地７号
9
(9)
〔―〕

0.1
(0.1)
〔―〕

ニビック株式会社 東京都調布市布田一丁目26番10号
9
(9)
〔―〕

0.1
(0.1)
〔―〕

株式会社ぺんしるからー 東京都新宿区舟町２
9
(9)
〔―〕

0.1
(0.1)
〔―〕

株式会社岩田商会 愛知県名古屋市中区錦１-２-１１
8
(8)

〔―〕

0.1
(0.1)
〔―〕

株式会社きんでん 大阪府大阪市北区本庄東２-３-４１
8
(8)

〔―〕

0.1
(0.1)
〔―〕

計 ―
3,784
(511)

〔1,273〕

60.3
(8.1)
〔20.3〕

(注) 1　(内書)は、議決権を有している優先株式の(甲種)株数及び割合であります。又、〔内書〕は、議決権を有していな

い優先株式(乙種)の株数及び割合であります。

2　上記大株主上位４社を含め、下記ゴルフ場との間で、姉妹コースの相互利用サービスを行っております。

　　　大株主４社の姉妹コース

　　　　ザ・トラディションゴルフクラブ

　　　　セントクリークゴルフクラブ

　　　　グランディ鳴門ゴルフクラブ36

　　　　スプリングフィールドゴルフクラブ

　　　　グランディ那須白河ゴルフクラブ

　　　  グランディ軽井沢ゴルフクラブ

        グランディ浜名湖ゴルフクラブ

　　　その他の姉妹コース

　　　　オークモントゴルフクラブ

　　　　グレイスヒルズカントリー倶楽部

　　　　ザ・カントリークラブ

　　　　パインズゴルフクラブ
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② 所有議決権数別

平成25年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有議決権数
(個)

総株主の議決権
に対する
所有議決権数
の割合(％)

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１番地 673 13.4

岡崎クラシック㈱ 愛知県岡崎市岩中町１番地 670 13.4

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木１番地１ 666 13.3

リゾートトラスト㈱ 愛知県名古屋市中区東桜二丁目18番31号 410 8.2

丸紅㈱ 東京都千代田区大手町一丁目４番２号 39 0.8

赤尾勝一 東京都国分寺市 10 0.2

東都商事㈱ 東京都新宿区歌舞伎町二丁目46番地７号 9 0.2

ニビック株式会社 東京都調布市布田一丁目26番10号 9 0.2

株式会社ぺんしるからー 東京都新宿区舟町２ 9 0.2

株式会社岩田商会 愛知県名古屋市中区錦１-２-１１ 8 0.2

株式会社きんでん 大阪府大阪市北区本庄東２-３-４１ 8 0.2

計 ― 2,511 50.2
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(8) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式
優先株式(乙種)

1,273
―

優先的配当を受ける権利を有する株
式

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)

普通株式
2,000

2,000
株主として権利内容に制限のない、
標準となる株式

優先株式(甲種)
3,006

3,006
優先的配当を受ける権利を有する株
式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 6,279 ― ―

総株主の議決権 ― 5,006 ―

(注) 株式の内容につきましては、１ 株式等の状況、(1) 株式の総数等、② 発行済株式 (注) に記載しております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

(9) 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。
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２ 【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】

該当事項はありません。

　

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

　
(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

　
(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。

　
３ 【配当政策】

当社の配当政策における基本的な考え方は、株主の皆様により良いゴルフ場及びその附帯施設での快適

なプレー環境を提供することで、利益の還元を図っていくこととさせていただいております。

今後、現業の基盤を固めると共に、利益構造の強化を図るため、当期は配当を実施しておりません。

内部留保資金につきましては、ゴルフ場保全資金に充当いたします。

なお、当社の剰余金の配当は、期末配当のみの年１回を基本的な方針としております。期末配当の決定機

関は株主総会であります。

　

４ 【株価の推移】

当社株式は、非上場であり、該当事項はありません。
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５ 【役員の状況】
　

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(株)

代表取締役 社長 林  戸　里  巳 昭和23年１月７日生

昭和56年３月 リゾートトラスト㈱入社

(注)１
―

(―)

平成２年６月 リゾートトラスト㈱取締役就任

平成15年10月 リゾートトラスト㈱常務取締役就

任(現任)

平成16年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱取

締役就任

平成21年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱常

務取締役就任

平成23年10月 ㈱関西ゴルフ倶楽部常務取締役就

任

平成24年６月 当社取締役就任

平成25年４月 当社代表取締役就任(現任)

平成25年４月 リゾートトラストゴルフ事業㈱代

表取締役就任（現任）

取締役 　 伊　藤　與　朗 昭和15年３月29日生

昭和48年４月 リゾートトラスト㈱設立　同社代

表取締役就任（現任）

(注)１
３

(３)

昭和56年２月 ジャパン・アール・シー・アイ㈱

(現アール・シー・アイ・ジャパ

ン㈱）代表取締役就任（現任）

平成16年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱代

表取締役就任（現任）

平成16年６月 ㈱ハイメディック代表取締役就任

(現任）

平成18年７月 当社取締役就任（現任）

取締役 支配人 久　保　眞　彦 昭和20年８月10日生

平成15年１月 リゾートトラスト㈱入社

㈱第一アドシステム出向　代表取

締役専務就任

(注)１
―

(―)
平成21年６月 当社出向　メイプルポイントゴル

フクラブ支配人就任（現任）

平成21年９月

平成23年６月

当社入社

当社取締役就任（現任）

取締役 　 有　光　正　男 昭和11年９月15日生

平成10年11月 ㈱コアーコディネートシステム会

長就任（現任）

(注)１
―

(―)

平成13年１月 メイプルポイントギャランティ㈱

取締役就任（現任）

平成16年７月 メイプルポイントゴルフクラブ理

事就任（現任）

平成18年７月 当社取締役就任（現任）

取締役 　 松　澤　好　則 昭和12年10月20日生

昭和29年２月 松澤運送（現㈲松澤運送）入社

(注)１
３

(３)
昭和41年10月 同社代表取締役就任（現任）

平成24年６月 当社取締役就任（現任）

監査役 　 松　原　章　隆 昭和16年４月13日生

昭和55年４月 中央青山監査法人代表社員就任

(注)２
―

(―)

平成12年７月 メイプルポイントゴルフクラブ監

事就任（現任）

平成13年１月 メイプルポイントギャランティ㈱

監査役就任（現任）

平成18年７月 当社監査役就任（現任）

平成18年８月 松原公認会計士事務所所長就任

(現任）

監査役 　 加　藤　祐　次 昭和14年12月23日生

平成３年３月 ジャパンクラシック㈱入社

(注)２
―

(―)
平成10年６月 同社監査役就任（現任）

平成18年７月 当社監査役就任（現任）

計
６

(６)

(注) １　取締役の任期は、平成24年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成26年３月期に係る定時株主総会終結の
時までであります。

２　監査役の任期は、平成22年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成26年３月期に係る定時株主総会終結の
時までであります。

３　所有株式数欄の(内書)は、優先的配当を受ける権利を有する株式の数であります。
４　監査役松原章隆及び加藤祐次は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。
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６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

株式会員制の導入により、経営内容をディスクローズし、会員の信頼を得るため、コーポレート・ガバ

ナンスの充実が経営の重要な課題であると認識し、適正な経営の意思決定を図り、効率的かつ健全な業務

執行体制を構築し、経営チェック機能の充実に努めております。なお、記載内容は当事業年度末現在にお

けるものであります。

１　会社の機関の内容

当社の役員は、取締役5名、監査役２名で構成されており、経営に関する基本方針や重要な業務執行の

決定については取締役会を開催し決定しております。取締役会にて決定された経営方針に基づく計画

その他の業務執行については、迅速かつ円滑に実行できる体制づくりを行っています。

２　内部統制システムの整備の状況

当社では、役職員一人一人が高い倫理観を持つことでコンプライアンス体制の強化を積極的に行っ

ております。監査役は、会計に関するものに限り、監査方針に基づき監査業務を遂行しております。ま

た、内部統制の有効性について親会社であるリゾートトラスト㈱の内部監査部門である監査室により

検証が行われ、監査法人とも連携し、監査の実効性を確保しております。

３　リスク管理体制の整備の状況

当社は、業務に関わる全てのリスクについて適切に管理する体制の整備に取り組んでおります。リス

クの共通認識を図るため全取締役が中心となり、リスクの現状分析をし、課題を明確にし、今後の対応

策について検討を行っております。

４　役員報酬の内容

取締役に支払われた報酬の総額は、8,616千円であります。

監査役に支払われた報酬はありません。

５　社外取締役及び社外監査役

当社の社外監査役は２名であります。また社外取締役はおりません。

　社外監査役の加藤祐次及び松原章隆は、当社との間に人的関係、資本的関係はありません。

６　会計監査の状況

当社の会計監査業務を執行した公認会計士は、岡野英生及び久野誠一であり、有限責任 あずさ監査

法人に所属しております。当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士４名、会計士補等２名であ

ります。なお、７年を超え連続して当社の監査関連業務を行っている監査人はおりません。

７　種類株式の発行

当社はメイプルポイントゴルフクラブ預託金会員権の買取資金に充当するため、会社法第108条第１

項第３号に定める内容(いわゆる議決権制限)について普通株式と異なる定めをした議決権のない乙種

優先株式を発行しております。

８　当社の取締役は10名以内とする旨を定款で定めております。
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９　取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する

株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び選任決議は、累積投票によらない旨を定款で定

めております。

10　株主総会の特別決議要件

当社は、株主総会の決議の方法について、株主総会の円滑な運営を行うため、会社法309条第２項に定

める決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その

議決権の３分の２以上をもって行う旨を定款で定めております。

(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

　

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

3,500 ― 3,450 ―

　

② 【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

　

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

　

④ 【監査報酬の決定方針】

該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以

下「財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(平成24年４月１日から平成25年３

月31日まで)の財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により監査を受けております。

　

３　連結財務諸表について

当社は子会社を有していないため、連結財務諸表は作成しておりません。

　

１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

該当事項はありません。

　

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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２【財務諸表等】
　(1)【財務諸表】
　　①【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 47,900 34,546

売掛金 22,042 26,396

貯蔵品 6,135 5,678

前払費用 445 443

未収入金 20,368 27,573

未収法人税等 0 －

その他 － 24

貸倒引当金 － △88

流動資産合計 96,893 94,574

固定資産

有形固定資産

建物 555 6,536

減価償却累計額 △555 △675

建物（純額） 0 5,861

構築物 5,689 9,925

減価償却累計額 △5,689 △5,770

構築物（純額） 0 4,155

機械及び装置 24 964

減価償却累計額 △24 △79

機械及び装置（純額） 0 884

車両運搬具 120 120

減価償却累計額 △40 △80

車両運搬具（純額） 80 40

工具、器具及び備品 1,379 3,555

減価償却累計額 △76 △668

工具、器具及び備品（純額） 1,302 2,886

コース勘定 0 0

リース資産 48,198 127,725

減価償却累計額 △22,996 △34,755

リース資産（純額） 25,201 92,969

有形固定資産合計 26,583 106,797

投資その他の資産

投資有価証券 850 1,200

差入保証金 50 50

買取預託金債権 8,721,500 8,742,500

その他投資 6 6

貸倒引当金 △4,776,300 △4,776,300

投資その他の資産合計 3,946,106 3,967,456

固定資産合計 3,972,689 4,074,253

資産合計 4,069,583 4,168,828
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

1年内返済予定の関係会社長期借入金 320,000 －

リース債務 10,784 19,729

未払金 47,785 18,859

未払費用 19,182 19,949

未払法人税等 3,800 3,840

未払消費税等 2,365 1,407

預り金 15,367 24,556

前受収益 1,960 －

その他 575 4,145

流動負債合計 421,822 92,487

固定負債

関係会社長期借入金 30,000 400,000

リース債務 19,241 81,228

退職給付引当金 18,635 19,447

長期未払金 － 1,651

その他 337 25

固定負債合計 68,213 502,352

負債合計 490,035 594,839

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金

資本準備金 4,279,000 3,479,547

その他資本剰余金 4,229,000 －

資本剰余金合計 8,508,000 3,479,547

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △5,028,452 △5,558

利益剰余金合計 △5,028,452 △5,558

株主資本合計 3,579,547 3,573,989

純資産合計 3,579,547 3,573,989

負債純資産合計 4,069,583 4,168,828
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　　②【損益計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日)

売上高 517,547 591,584

売上原価

商品期首たな卸高 － －

当期商品仕入高 42 －

合計 42 －

商品期末たな卸高 － －

売上原価合計 42 －

売上総利益 517,504 591,584

販売費及び一般管理費

役員報酬 14,385 8,616

給料及び賞与 217,685 221,674

退職給付費用 4,433 4,090

法定福利費 32,374 34,255

水道光熱費 28,750 32,386

租税公課 461 600

営業促進費 26,932 32,115

支払手数料 123,638 126,109

外注費 19,776 27,928

減価償却費 9,273 887

その他 91,861 100,097

販売費及び一般管理費合計 569,573 588,760

営業利益又は営業損失（△） △52,068 2,824

営業外収益

受取利息 1 1

その他 2,493 2,107

営業外収益合計 2,494 2,108

営業外費用

支払利息 ※1
 5,693

※1
 6,531

貸倒引当金繰入額 ※2
 2,090,950 －

その他 31 119

営業外費用合計 2,096,674 6,651

経常損失（△） △2,146,249 △1,718

特別損失

減損損失 ※3
 21,064 －

特別損失合計 21,064 －

税引前当期純損失（△） △2,167,313 △1,718

法人税、住民税及び事業税 3,800 3,840

当期純損失（△） △2,171,113 △5,558
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　　③【株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 100,000 100,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 100,000 100,000

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 4,279,000 4,279,000

当期変動額

準備金から剰余金への振替 － △799,452

当期変動額合計 － △799,452

当期末残高 4,279,000 3,479,547

その他資本剰余金

当期首残高 4,229,000 4,229,000

当期変動額

準備金から剰余金への振替 － 799,452

欠損填補 － △5,028,452

当期変動額合計 － △4,229,000

当期末残高 4,229,000 －

資本剰余金合計

当期首残高 8,508,000 8,508,000

当期変動額

準備金から剰余金への振替 － －

欠損填補 － △5,028,452

当期変動額合計 － △5,028,452

当期末残高 8,508,000 3,479,547

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 △2,857,338 △5,028,452

当期変動額

欠損填補 － 5,028,452

当期純損失（△） △2,171,113 △5,558

当期変動額合計 △2,171,113 5,022,893

当期末残高 △5,028,452 △5,558

利益剰余金合計

当期首残高 △2,857,338 △5,028,452

当期変動額

欠損填補 － 5,028,452

当期純損失（△） △2,171,113 △5,558

当期変動額合計 △2,171,113 5,022,893

当期末残高 △5,028,452 △5,558
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日)

株主資本合計

当期首残高 5,750,661 3,579,547

当期変動額

当期純損失（△） △2,171,113 △5,558

当期変動額合計 △2,171,113 △5,558

当期末残高 3,579,547 3,573,989

純資産合計

当期首残高 5,750,661 3,579,547

当期変動額

当期純損失（△） △2,171,113 △5,558

当期変動額合計 △2,171,113 △5,558

当期末残高 3,579,547 3,573,989
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④【キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
　至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純損失（△） △2,167,313 △1,718

減価償却費 9,273 12,646

減損損失 21,064 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,933 811

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,090,950 88

受取利息及び受取配当金 △1 △1

支払利息 5,693 6,531

売上債権の増減額（△は増加） △15,071 △4,354

たな卸資産の増減額（△は増加） 78 457

未払金の増減額（△は減少） 29,520 △28,039

未払費用の増減額（△は減少） 3,712 767

その他 1,476 8,399

小計 △17,684 △4,411

利息及び配当金の受取額 1 1

利息の支払額 △5,784 △6,529

法人税等の支払額 △3,799 △3,800

営業活動によるキャッシュ・フロー △27,266 △14,739

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △300 △350

有形固定資産の取得による支出 △17,423 △14,423

買取預託金債権の取得による支出 △31,500 △21,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △49,223 △35,773

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 110,000 50,000

リース債務の返済による支出 △10,385 △12,841

財務活動によるキャッシュ・フロー 99,614 37,158

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 23,124 △13,354

現金及び現金同等物の期首残高 24,776 47,900

現金及び現金同等物の期末残高 ※１
 47,900

※１
 34,546
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のないもの

移動平均法による原価法

　
２　たな卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価の切下げの方法）によっております。

貯蔵品

最終仕入原価法

　
３　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

定額法によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　50年

工具、器具及び備品　　5～6年

また、取得価額10万円以上20万円未満の資産については、３年間で均等償却する方法を採用しておりま

す。

また、平成19年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から

５年間で均等償却する方法によっております。

(2) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。

なお、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

　
４　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事業年度末

に発生していると認められる額を計上しております。

　
５　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能で

あり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資としております。
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６　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

　

 

 

 

　

 

 

　

次へ
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(貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(損益計算書関係)

※１  関係会社に対するものは、次のとおりであります。

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

支払利息 4,807千円 5,526千円

　

※２  貸倒引当金繰入額

前事業年度(自  平成23年４月１日　至  平成24年３月31日)

株式転換に伴い会員より買い取った預託金債権の相手先であるジャパンクラシック㈱が所有するメイ

プルポイントゴルフクラブのゴルフ場資産について、予め定められた回収可能性の見直しの基準に基づ

き、当事業年度末時点における当該ゴルフ場資産の担保価値額の評価額の見直しを実施した結果、担保評

価額がゴルフ会員権相場の下落により減少したため、同社に対する当社の買取預託金債権（その全額に

つき、ゴルフ場資産に根抵当権を設定しているメイプルポイントギャランティ㈱の保証を付けておりま

す）に対し、担保不足2,090,950千円を負担付担保価値額評価損（貸倒引当金繰入額）として計上したも

のであります。

　

当事業年度(自  平成24年４月１日　至  平成25年３月31日)

 該当事項ありません。

 

※３  減損損失

前事業年度(自  平成23年４月１日　至  平成24年３月31日)

当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

用途 種類 金額

ゴルフ場施設

建物 1,017千円

構築物 18,151千円

機械及び装置 1,894千円

計 21,064千円

当社はメイプルポイントゴルフクラブという一つのゴルフ場(所在地：山梨県上野原市鶴島3600番地)

のみを運営しているため、全社を一つの資産グループとしております。

ゴルフ場事業については、昨今の需要の低迷、競争の激化により入場者数が減少するとともに料金単価

も下落し、継続的に営業損失を計上しております。

そのため、上記資産グループの帳簿価額を回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損

失に計上しました。

なお、資産グループの回収可能価額は正味売却価額により測定しており、他のゴルフ場で即時転用可能

なリース資産は帳簿価額で評価し、転用不能なリース資産は、ゼロと算定しております。また、リース資産

以外の有形固定資産は他のゴルフ場での転用が不能な為、１円の備忘価額としております。

　

EDINET提出書類

株式会社メイプルポイントゴルフクラブ(E04748)

有価証券報告書

31/56



　

当事業年度(自  平成24年４月１日　至  平成25年３月31日)

　当事業年度は該当事項はありません。  

　

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 2,000 ― ― 2,000

優先株式(甲種)(株) 3,006 ― ― 3,006

優先株式(乙種)(株) 1,273 ― ― 1,273

合計(株) 6,279 ― ― 6,279

　

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 2,000 ― ― 2,000

優先株式(甲種)(株) 3,006 ― ― 3,006

優先株式(乙種)(株) 1,273 ― ― 1,273

合計(株) 6,279 ― ― 6,279

　

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

該当事項はありません。
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(キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

現金及び預金 47,900千円 34,546千円

現金及び現金同等物 47,900千円 34,546千円

　

　２　重要な非資金取引の内容

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

ファイナンス・リース取引に係る
資産及び債務の額

2,530千円 79,527千円

　

　

　

(リース取引関係)

１　ファイナンスリース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

(借主側)

(1)リース資産の内容

・有形固定資産

主として空調・給湯・照明設備(機械及び装置)、カート(車両運搬具)であります。

(2)リース資産の減価償却の方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。

　

２　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

(借主側)

①　リース物件の取得額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額

前事業年度(平成24年３月31日)

　

　 機械及び装置 合計

取得価額相当額 9,530千円 9,530千円

減価償却累計額相当額 9,253千円 9,253千円

期末残高相当額 276千円 276千円

　

当事業年度(平成25年３月31日)

　

　 機械及び装置 合計

取得価額相当額 9,530千円 9,530千円

減価償却累計額相当額 9,530千円 9,530千円

期末残高相当額 ―千円 ―千円
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②　未経過リース料期末残高相当額

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

１年以内 303千円 ―千円

１年超 ―千円 ―千円

合計 303千円 ―千円

　

③　支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額

　
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

支払リース料 2,877千円 304千円

減価償却費相当額 2,666千円 276千円

支払利息相当額 54千円 0千円

　

④　減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

減価償却費相当額の算定方法

・リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

利息相当額の算定方法

・リース料総額とリース物件の取得価額相当額の差額を利息相当額とし、各期への配分方法について

は、利息法によっております。
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(金融商品関係)

前事業年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日)

１  金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については短期的な預金等や元本保証の債権等、安全性の高い金融商品で運用し

ております。また、資金調達については買取預託金の買取計画及び設備投資計画に照らして、必要な

資金(主に親会社からの借入れ)を調達しております。

　

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

法人税、住民税(都道府県民税及び市町村民税)及び事業税の未払額である未払法人税等、並びに未

払消費税等は、その全てが２ヶ月以内に納付期限が到来するものであり、流動性リスクに晒されてお

ります。

１年内返済予定の関係会社長期借入金は、メイプルポイントゴルフクラブの株式転換同意会員か

らの預託金会員権買取資金に充てることを目的としたものであり、償還日は決算日後、最長で１年以

内であり、流動性リスクに晒されております。また、変動金利であるため金利の変動リスクに晒され

ております。

関係会社長期借入金は、設備投資に必要な資金の調達を目的としたものであり、償還日は平成30年

５月であり、流動性リスクに晒されております。また、変動金利であるため金利の変動リスクに晒さ

れております。

ファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的とした

ものであり、償還日は決算日後、最長で４年であり、流動性リスクに晒されております。

　

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

①  信用リスク管理

当社は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を把握し、財務状況等

の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

②  流動性リスク管理

当社は、適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しております。
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２  金融商品の時価等に関する事項

平成24年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ

ります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません

((注２)を参照ください。)。

(単位：千円)

　 貸借対照表計上額 時価 差額

（資産） 　 　 　

(1) 現金及び預金 47,900 47,900 ―

(2) 売掛金 22,042 22,042 ―

（負債） 　 　 　

(1) １年内返済予定の関係会社長
期借入金

320,000 320,000 ―

(2) 関係会社長期借入金 30,000 30,000 ―

(3) 未払法人税等 3,800 3,800 ―

(4) 未払消費税等 2,365 2,365 ―

(5) リース債務 30,025 29,878 △146
　

(注１)　金融商品の時価の算定方法に関する事項

(資産)

(1) 現金及び預金

現金及び預金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。

(2) 売掛金

売掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

おります。

(負債)

(1) １年内返済予定の関係会社長期借入金

１年内返済予定の関係会社長期借入金については、変動金利により短期間で市場金利を反映する

ため、時価は帳簿価額と近似していることから当該帳簿価額によっております。

(2) 関係会社長期借入金

関係会社長期借入金については、変動金利により短期間で市場金利を反映するため、時価は帳簿価

額と近似していることから当該帳簿価額によっております。

(3) 未払法人税等

未払法人税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。

(4) 未払消費税等

未払消費税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。

(5) リース債務

リース債務は、元利金の合計額を同様の契約を行った場合に想定される利率で割り引いて算定す

る方法によっております。なお、１年以内に返済予定のリース債務は、リース債務に含めて時価を表

示しております。
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(注２)時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

(単位：千円)

区分 貸借対照表計上額

投資有価証券(非上場株式)　※１ 850

差入保証金　※２ 50

買取預託金債権　※３ 8,721,500

※１、２ 投資有価証券,差入保証金については市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もること

ができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

※３     買取預託金債権については、株式転換に伴い会員の方々より買い取った預託金債権であり、市場価格

がなく、その契約内容から期間の算定が困難であることなどにより、合理的な将来キャッシュ・フ

ローを見積もることが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

　

(注３)金銭債権の決算日後の償還予定額

(単位：千円)

　 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

現金及び預金 47,900 ― ― ―

売掛金 22,042 ― ― ―

合計 69,943 ― ― ―

　

(注４)関係会社長期借入金、リース債務の決算日後の返済予定額

(単位：千円)

　 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超

関係会社長期借入金 320,000 ― 7,200 7,200 7,200 8,400

リース債務 10,78410,908 6,656 1,676 ― ―

合計 330,78410,90813,856 8,876 7,200 8,400
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当事業年度(自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日)

１  金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については短期的な預金等や元本保証の債権等、安全性の高い金融商品で運用し

ております。また、資金調達については買取預託金の買取計画及び設備投資計画に照らして、必要な

資金(主に親会社からの借入れ)を調達しております。

　

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

法人税、住民税(都道府県民税及び市町村民税)及び事業税の未払額である未払法人税等、並びに未

払消費税等は、その全てが２ヶ月以内に納付期限が到来するものであり、流動性リスクに晒されてお

ります。

関係会社長期借入金は、設備投資に必要な資金の調達を目的としたものであり、償還日は平成30年

５月であり、流動性リスクに晒されております。また、変動金利であるため金利の変動リスクに晒さ

れております。

ファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的とした

ものであり、償還日は決算日後、最長で10年であり、流動性リスクに晒されております。

　

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

①  信用リスク管理

当社は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を把握し、財務状況等

の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

②  流動性リスク管理

当社は、適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しております。
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２  金融商品の時価等に関する事項

平成25年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ

ります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません

((注２)を参照ください。)。

(単位：千円)

　 貸借対照表計上額 時価 差額

（資産） 　 　 　

(1) 現金及び預金 34,546 34,546 ―

(2) 売掛金 26,396　 　

　　　貸倒引当金(＊) △88　 　

　 26,308 26,308 ―

（負債） 　 　 　

(1) 関係会社長期借入金 400,000 400,000 ―

(2) 未払法人税等 3,840 3,840 ―

(3) 未払消費税等 1,407 1,407 ―

(4) リース債務 100,957 109,830 8,873

　　　　＊　売掛金に個別計上している貸倒引当金を控除しております。

(注１)　金融商品の時価の算定方法に関する事項

(資産)

(1) 現金及び預金

現金及び預金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。

(2) 売掛金

売掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

おります。

(負債)

(1) 関係会社長期借入金

関係会社長期借入金については、変動金利により短期間で市場金利を反映するため、時価は帳簿価

額と近似していることから当該帳簿価額によっております。

(2) 未払法人税等

未払法人税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。

(3) 未払消費税等

未払消費税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。
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(4) リース債務

リース債務は、元利金の合計額を同様の契約を行った場合に想定される利率で割り引いて算定す

る方法によっております。なお、１年以内に返済予定のリース債務は、リース債務に含めて時価を表

示しております。

　

(注２)時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

(単位：千円)

区分 貸借対照表計上額

投資有価証券(非上場株式)　※１ 1,200

差入保証金　※２ 50

買取預託金債権　※３ 8,742,500

※１、２ 投資有価証券,差入保証金については市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もること

ができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

※３     買取預託金債権については、株式転換に伴い会員の方々より買い取った預託金債権であり、市場価格

がなく、その契約内容から期間の算定が困難であることなどにより、合理的な将来キャッシュ・フ

ローを見積もることが極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

　

(注３)金銭債権の決算日後の償還予定額

(単位：千円)

　 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

現金及び預金 34,546 － － －

売掛金 26,396 － － －

合計 60,943 － － －

　

(注４)関係会社長期借入金、リース債務の決算日後の返済予定額

(単位：千円)

　 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超

関係会社長期借入金 ― 14,40014,40014,400354,4002,400

リース債務 19,72915,78311,126 9,788 7,708 36,820

合計 19,72930,18325,52624,188362,10839,220

　

次へ
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(有価証券関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

　該当事項はありません。

　

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

　該当事項はありません。　

　

(デリバティブ取引関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

当社はデリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

当社はデリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

前へ　　　次へ
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(退職給付関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職一時金制度を設けております。

　

２　退職給付債務に関する事項（平成24年３月31日）

イ　退職給付債務 18,635千円

ロ　退職給付引当金 18,635千円

当社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。

　

３　退職給付費用に関する事項（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

イ　勤務費用 4,433千円

ロ　退職給付費用 4,433千円

当社は、退職給付費用の算定にあたり、簡便法を採用しております。

　

４　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

当社は、簡便法を採用しておりますので、基礎率等について記載しておりません。

　

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職一時金制度を設けております。

　

２　退職給付債務に関する事項（平成25年３月31日）

イ　退職給付債務 19,447千円

ロ　退職給付引当金 19,447千円

当社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。

　

３　退職給付費用に関する事項（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

イ　勤務費用 4,090千円

ロ　退職給付費用 4,090千円

当社は、退職給付費用の算定にあたり、簡便法を採用しております。

　

４　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

当社は、簡便法を採用しておりますので、基礎率等について記載しておりません。
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(税効果会計関係)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

(繰延税金資産) 　 　

　賞与引当金 3,378千円 3,521千円

　法定福利費損金不算入 459千円 490千円

　繰越欠損金 54,958千円 56,383千円

　退職給付引当金 6,787千円 7,082千円

　未払金 428千円 404千円

　貸倒引当金 1,739,528千円 1,739,528千円

　減損損失 18,319千円 16,257千円

　長期未払金 ―千円 601千円

　繰延税金資産小計 1,823,859千円 1,824,272千円

　評価性引当金 1,823,859千円 1,824,272千円

　繰延税金資産合計 ―千円 ―千円

　

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

前事業年度(平成24年３月31日)

　当事業年度におきましては、税引前当期純損失を計上しているため、記載しておりません。

　
当事業年度(平成25年３月31日)

　当事業年度におきましては、税引前当期純損失を計上しているため、記載しておりません。

　
(賃貸等不動産関係)

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

　該当事項はありません。
　

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

　該当事項はありません。
　

(持分法損益等)

当社は、関連会社がないため、該当事項はありません。
　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

前へ

EDINET提出書類

株式会社メイプルポイントゴルフクラブ(E04748)

有価証券報告書

43/56



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

　当社は、ゴルフ場事業単一のセグメントであるため記載を省略しております。

　

Ⅱ 当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

　当社は、ゴルフ場事業単一のセグメントであるため記載を省略しております。

　

【関連情報】

前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

１.サービスごとの情報

　当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

　

２.地域ごとの情報

(1)　売上高

　当社の外部顧客への売上高は、全て本邦におけるものであります。

(2)　有形固定資産

　当社の有形固定資産は、全て本邦に所在しております。

　

３.主要な顧客ごとの情報

特定の顧客に対する売上高で損益計算書の売上高の10%以上を占めるものがないため、記載を省

略しております。

　

当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

１.サービスごとの情報

　当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

　

２.地域ごとの情報

(1)　売上高

　当社の外部顧客への売上高は、全て本邦におけるものであります。

(2)　有形固定資産

　当社の有形固定資産は、全て本邦に所在しております。

　

３.主要な顧客ごとの情報

特定の顧客に対する売上高で損益計算書の売上高の10%以上を占めるものがないため、記載を省

略しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

当社は、ゴルフ場事業単一のセグメントであるため記載を省略しております。

　

当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

該当事項はありません。

　

当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

該当事項はありません。

　

当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

前事業年度(自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日)

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社と関連当事者との取引

① 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の
名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

親会社

リゾー

トトラ

スト㈱

名古屋

市中区
14,258,118

会 員 制 リ

ゾートホテ

ル会員権の

販売、ホテ

ルの運営

(被所有)

直 接

8.3

間 接

0.2

ゴルフ場内レス
トランの運営委
託、役員の兼任

資金の

借入
80,000

１年内
返済予
定の関
係会社
長期
借入金

320,000

資金の

借入
30,000

関係会
社長期
借入金

30,000

利息の支

払
4,807

前払
費用

445

(注)　取引条件及び取引条件の決定方針等

メイプルポイントゴルフクラブの株式転換同意会員からの預託金会員権買取資金に充てるため、リゾート

トラスト㈱より80,000千円の借入を実施しました。利率については市場金利を勘案して合理的に決定して

おり、返済条件は期間３年一括返済であります。なお、担保は提供しておりません。

また、設備資金に充てるため、リゾートトラスト㈱より30,000千円の借入を実施しました。利率については

市場金利を勘案して合理的に決定しており、返済条件は2年間据置後平成26年4月から平成30年5月までの

50回分割返済であります。なお、担保は提供しておりません。

　

② 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

該当事項はありません。

　

③ 財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会

社の子会社等

該当事項はありません。

　

④ 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る。)等

該当事項はありません。

　

(2) 親会社又は重要な関連会社に関する注記

① 親会社情報

リゾートトラスト株式会社（東京証券取引所及び名古屋証券取引所に上場）

　

② 重要な関連会社の要約財務諸表

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社メイプルポイントゴルフクラブ(E04748)

有価証券報告書

46/56



　

当事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社と関連当事者との取引

① 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の
名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

親会社

リゾー

トトラ

スト㈱

名古屋

市中区
14,258,118

会 員 制 リ

ゾートホテ

ル会員権の

販売、ホテ

ルの運営

(被所有)

直 接

8.2

間 接

0.2

ゴルフ場内レス
トランの運営委
託、役員の兼任

資金の 

借入
50,000

関係会
社長期 
借入金

400,000

利息の

支払
5,526

前払
費用

443

(注)　取引条件及び取引条件の決定方針等

メイプルポイントゴルフクラブの株式転換同意会員からの預託金会員権買取資金に充てるため、リゾート

トラスト㈱より20,000千円の借入を実施しました。利率については市場金利を勘案して合理的に決定して

おります。返済条件は５年間期限を延長し、期間８年一括返済に変更しております。なお、担保は提供して

おりません。

また、設備資金に充てるため、リゾートトラスト㈱より30,000千円の借入を実施しました。利率については

市場金利を勘案して合理的に決定しており、返済条件は平成26年4月から平成30年5月までの50回分割返済

であります。なお、担保は提供しておりません。

　

② 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

該当事項はありません。

　

③ 財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会

社の子会社等

該当事項はありません。

　

④ 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る。)等

該当事項はありません。

　

(2) 親会社又は重要な関連会社に関する注記

① 親会社情報

リゾートトラスト株式会社（東京証券取引所及び名古屋証券取引所に上場）

　

② 重要な関連会社の要約財務諸表

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額並びに１株当たり当期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

項目
前事業年度

(平成24年３月31日)
当事業年度

(平成25年３月31日)

(1) １株当たり純資産額 △2,489,226円11銭△2,492,005円38銭

   (算定上の基礎) 　 　

    純資産の部の合計額(千円) 3,579,547 3,573,989

    純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 8,558,000 8,558,000

    うち優先株式(千円) 8,558,000 8,558,000

    普通株式に係る期末の純資産額(千円) △4,978,452 △4,984,010

    普通株式の発行済株式数(株) 2,000 2,000

    １株当たり純資産額の算定に用いられた期末
    の普通株式の数(株)

2,000 2,000

　

項目
前事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当事業年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益（△は純損失） △1,085,556円69銭△2,779円27銭

   (算定上の基礎) 　 　

    当期純利益（△は純損失）(千円) △2,171,113 △5,558

    普通株主に帰属しない金額 ─ ─

    普通株式に係る当期純利益（△は純損失）(千円) △2,171,113 △5,558

    普通株式の期中平均株式数(株) 2,000 2,000

　
(注)　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失を計上しており、また潜在株式を発

行していないため、記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

有価証券の金額が資産の総額の100分の1以下であるため、財務諸表等規則第124条の規定により記載

を省略しております。

　

【有形固定資産等明細表】

　

資産の種類
当期首
残高
(千円)

当期
増加額
(千円)

当期
減少額
(千円)

当期末
残高
(千円)

当期末
減価償却
累計額
又は償却
累計額
(千円)

当期
償却額
(千円)

差引
当期末
残高
(千円)

有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

　建物 555 5,981
－
(－)

6,536 675 119 5,861

　構築物 5,689 4,236
－
(－)

9,925 5,770 80 4,155

　機械及び装置 24 940
－
(－)

964 79 55 884

　車両 120 －
－
(－)

120 80 40 40

　工具器具及び備品 1,379 2,176
－
(－)

3,555 668 591 2,886

　コース勘定 0 0
－
(－)

0 － － 0

　リース資産 48,19879,527
－
(－)

127,72534,75511,75992,969

有形固定資産計 55,96592,860
－
(－)

148,82642,02912,646106,797

(注)　1　当期増加額のうち主なものは次のとおりであります。　

建物　　　　　　　　 ハウス屋上防水工事 　 5,981千円

構築物 ＯＵＴコース誘導線 入替工事 3,500千円

機械装置 散水用減圧弁設置 工事 940千円

リース資産 空調・給湯・照明 設備一式 62,210千円

リース資産 ロータリーモア２台 （コース管理機械） 4,960千円

リース資産 ミニショベル （コース管理機械） 3,500千円

　
【社債明細表】

該当事項はありません。
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【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

１年以内に返済予定の関係会社長期借入金 320,000 － 1.51 ―

１年以内に返済予定のリース債務 10,784 19,7292.47 ―

関係会社長期借入金 30,000400,0001.46
平成30年2月15日～
平成30年5月31日

リース債務
（１年以内に返済予定のものを除く） 19,241 81,2282.47 平成35年2月28日

合計 380,025500,957─ ─

(注) １  平均利率については関係会社借入金及びリース債務の期中平均残高に対する加重平均利率を記載し

ております。

　　 ２  関係会社長期借入金及びリース債務(１年以内に返済予定のものを除く)の決算日後５年内における１

年ごとの返済予定額の総額

区分
１年超２年以内
(千円)

２年超３年以内
(千円)

３年超４年以内
(千円)

４年超５年以内
(千円)

関係会社長期借入金 14,400 14,400 14,400 354,400

リース債務 15,783 11,126 9,788 7,708

合計 30,183 25,526 24,188 362,108

　

【引当金明細表】

　

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 4,776,300 88 － － 4,776,388

　

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

区分 金額(千円)

現金 3,827

預金 　

　普通預金 30,718

計 34,546

　

②　売掛金

相手先別内訳

相手先 金額(千円)

ゴルフ場来場者 3,315

㈱愛銀ディーシーカード 8,525

㈱ＪＣＢ 8,330

ユーシーカード㈱ 1,700

シティーカード㈱ 1,631

その他 2,893

計 26,396

売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

当期首残高
(千円)
 
(Ａ)

当期発生高
(千円)
 
(Ｂ)

当期回収高
(千円)
 
(Ｃ)

当期末残高
(千円)
 
(Ｄ)

回収率(％)
 
(Ｃ) ×

100(Ａ)+(Ｂ)

滞留期間(日)
(Ａ)＋(Ｄ)
２
(Ｂ)
365

22,042 196,908 192,553 26,396 87.9 44.9

(注)　消費税等の会計処理は税抜方式を採用しておりますが、上記金額には消費税等が含まれております。

　

③　貯蔵品

区分 金額(千円)

消耗品 1,273

会員サービス費関係 984

印刷物 787

福利厚生費関係 309

その他 2,323

計 5,678
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④　買取預託金債権

区分 金額(千円)

買取預託金債権 8,742,500

計 8,742,500

　

⑤　関係会社長期借入金

相手先 金額(千円)

リゾートトラスト㈱ 400,000

計 400,000

　

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 毎決算期の翌日から３ヶ月以内

基準日 ３月31日

株券の種類 １株券、２株券、３株券、50株券、73株券、100株券、300株券、500株券、1,000株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 ―

株式の名義書換え 　

取扱場所 山梨県上野原市鶴島3600番地　株式会社メイプルポイントゴルフクラブ

株主名簿管理人 ―

取次所 ―

名義書換手数料 無料

新券交付手数料 当社所定の金額

単元未満株式の買取り 　

取扱場所 ―

株主名簿管理人 ―

取次所 ―

買取手数料 ―

公告掲載方法 官報

株主に対する特典
当社の甲種優先株式１株以上を所有する株主は、クラブ規約に基づく当社の運営する
ゴルフ場の会員となる資格を有しております。

(注)　当社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。
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第７ 【提出会社の参考情報】

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は上場会社ではありませんので、金融商品取引法第24条の７第１項の適用がありません。

　

　

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

　

　 (1)
有価証券報告書及び
その添付書類

事業年度
(第６期)

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

　
平成24年６月27日
関東財務局長に提出。

　 (2)半期報告書 (第７期中)
自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日

　
平成24年12月25日
関東財務局長に提出。

　

(3)臨時報告書
企業内容等の開示に関する内閣府令第19条
第２項第９号（提出会社の代表取締役の異
動）の規定に基づく臨時報告書

　

平成25年５月20日
関東財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

　
平成25年６月23日

株式会社メイプルポイントゴルフクラブ

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岡　野　英　生　　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 久　野　誠　一　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に
掲げられている株式会社メイプルポイントゴルフクラブの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第
７期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計
算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。
　
財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明
することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を
行った。監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得る
ために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択
及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当
監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と
適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並
びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
　
監査意見
当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、株式会社メイプルポイントゴルフクラブの平成25年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了す
る事業年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているもの
と認める。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
 

※１　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別途

保管しております。

　２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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